
 

２０１０年２月１６日 

明治安田生命 社会貢献活動 

～こども保険の契約状況と連動した寄付で、少子化対策を支援～ 

「Ｈｅｌｌｏ！Ｂａｂｙ 奨学金プログラム」を実施 

 

明治安田生命保険相互会社 （執行役社長 松尾 憲治）は、子どもたちの健全育成に資する社会貢

献活動の一環として、「助産師をめざす人のための奨学金制度」を支援する「Ｈｅｌｌｏ！Ｂａｂｙ 奨学金プ

ログラム」を始めました。 

これは、少子化がいっそう進展するなか、産科医療スタッフの確保が大きな課題となっている状況を

鑑み、当社が、社団法人日本助産師会の実施する「助産師をめざす人のための奨学金制度」の趣旨に

賛同し、こども保険の保有契約件数に応じた金額を、毎年、当社経費のなかから、寄付することとしたも

のです。 

当社は、本業を通じたＣＳＲ（企業の社会的責任）への取組みとして、この奨学金を通じて、ひとりでも

多くの助産師が誕生することにより、より安心で安全な出産ができる環境づくりに貢献していきたいと考

えています。 
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１．寄付先 

社団法人 日本助産師会      

２．目的 

「助産師をめざす人のための奨学金制度」支援 

３．奨学金の呼称 

「Ｈｅｌｌｏ！Ｂａｂｙ 奨学金プログラム」 

４．寄付金額 

当社のこども保険の保有契約件数＊に応じた金額を毎年寄付 

＊対象とする保険商品 

現在販売中の「こどものほけん」（５年ごと利差配当付こども保険（Ⅱ型））、および過去に当社が販売した全て

の「こども保険」のうち、各年度末時点で有効中のご契約 

５．実施時期 

年度末の保有契約件数が確定後、５月に実施予定（初回は２０１０年５月の予定） 

 

 



 

「Ｈｅｌｌｏ！Ｂａｂｙ 奨学金プログラム」について 

 
 

本取組みの 

背景 

 少子化がいっそう進展するなか、周産期（分娩周辺期）の医療安全に向

けて、国や地方自治体においてさまざまな対策が進められていますが、

とりわけ産婦人科・産科医師の減少、助産師の絶対数の不足など「産科

医療スタッフの確保」が大きな課題となっています。 

 こうした状況を鑑み、当社が、社団法人日本助産師会が実施する「助産

師をめざす人のための奨学金制度」の趣旨に賛同し、「Ｈｅｌｌｏ！Ｂａｂｙ

奨学金プログラム」として、こども保険の保有契約件数に応じた金額を、

毎年、当社経費の中から寄付することとしたものです。 

 当社の「子ども」をテーマとした社会貢献活動の一環として新たに開始し

ます。 

日本助産師会 

 

 社団法人日本助産師会は、「母子保健推進のため、全国の助産師の連

携をはかり、助産師業務の水準を維持し、その改善・向上につとめる」こ

とを目的とする、１９５５年創立の団体です。 

   社団法人日本助産師会のホームページ（http://www.midwife.or.jp/） 

助産師の現状  助産師数は約２.７万人（２００８年１２月時点）で、その約９割は病院・診療

所に勤務しています。 

 産婦人科医・産科医（約１万人）が減少しているなか、助産師数は近年

徐々に増加していますが、１分娩施設あたりの必要人員を勘案すると大

幅な増加が必要とされています。 

 助産師になるためには、助産師国家試験に合格し厚生労働大臣の免許

を受けることが必要です。なお、助産師国家試験の受験資格は、看護師

国家試験合格、または看護師国家試験受験資格を持ち、助産に関する

所定の学科を修めるなどの要件が定められています。 

 

 

 

参考 


